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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月5日(2019.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器による、ノードが送信する前にチャネルが利用可能であるかどうかを決定す
るためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を行うコンテンションベースの無線アク
セス技術（ＲＡＴ）において通信を受信するための方法であって、前記方法は、
　不連続受信（ＤＲＸ）サイクルに従って、コンテンションベースのＲＡＴに関係する１
つまたは複数のチャネルをモニタするために通信リソースをアクティブ化することと、
　ダウンリンクチャネル使用ビーコン信号（Ｄ－ＣＵＢＳ）検出タイマを初期化すること
と、
　前記Ｄ－ＣＵＢＳ検出タイマの持続期間の間、Ｄ－ＣＵＢＳを含む第１の通信がアクセ
スネットワークノードから受信されるかどうかを決定するために、前記通信リソースをア
クティブ化することに続いて、１つまたは複数の時間期間中に、前記コンテンションベー
スのＲＡＴに関係する前記１つまたは複数のチャネルのブロードキャストチャネルをモニ
タすることと、
　前記第１の通信が、前記Ｄ－ＣＵＢＳ検出タイマの前記持続期間中に、前記ブロードキ
ャストチャネルを通じて前記アクセスネットワークノードから受信されたと決定されたと
き、
　　前記コンテンションベースのＲＡＴにおいて第２の通信を受信するために、前記通信
リソースがアクティブ状態に留まるオン期間タイマを初期化することと、
　　前記オン期間タイマの満了に続いて、前記通信リソースを非アクティブ化することと
　を備える、方法。
【請求項２】
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　前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信されたと決定することに
少なくとも部分的に基づいて、前記オン期間タイマの持続期間の間、前記コンテンション
ベースのＲＡＴに関係する１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受信するため
に前記通信リソースをアクティブ化することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受信するために前記通信リソース
をアクティブ化することは、前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受
信されたと決定することのオフセット持続期間後に発生する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記アクセスネットワークノードからの構成において、前記Ｄ－ＣＵＢＳ検出タイマの
前記持続期間を示す値を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＤＲＸサイクルに少なくとも部分的に基づいて、第２のオン期間タイマを初期化す
ることをさらに備え、ここにおいて、前記コンテンションベースのＲＡＴに関係する前記
１つまたは複数のチャネルをモニタするために前記通信リソースをアクティブ化すること
は、前記第２のオン期間タイマの持続期間に従っており、ここにおいて、前記オン期間タ
イマは、前記第２のオン期間タイマよりも短い持続期間を有する最小オン期間タイマであ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記通信が前記アクセスネットワークノードから受信されたと決定することに少なくと
も部分的に基づいて、前記第２のオン期間タイマを停止することをさらに備える、請求項
５に記載の方法。
【請求項７】
　前記アクセスネットワークノードから受信された前記通信は、ダウンリンク基準信号ま
たはダウンリンク制御チャネルのうちの少なくとも１つに対応する、請求項５に記載の方
法。
【請求項８】
　前記アクセスネットワークノードからの構成において、前記最小オン期間タイマの持続
期間を受信することをさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記アクセスネットワークノードから受信された前記通信において残っているダウンリ
ンクサブフレームの数のインジケーションを受信することと、
　前記ダウンリンクサブフレームの数に少なくとも部分的に基づいて、アップリンク通信
を送信するために、前記コンテンションベースのＲＡＴにおいて別のチャネルを要求する
ためのサブフレームを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ノードが送信する前にチャネルが利用可能であるかどうかを決定するためのクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）を行うコンテンションベースの無線アクセス技術（ＲＡＴ）
において通信を受信するためのユーザ機器であって、前記装置は、
　不連続受信（ＤＲＸ）サイクルに従って、コンテンションベースのＲＡＴに関係する１
つまたは複数のチャネルをモニタするために通信リソースをアクティブ化するための手段
と、
　ダウンリンクチャネル使用ビーコン信号（Ｄ－ＣＵＢＳ）検出タイマを初期化するため
の手段と、
　前記Ｄ－ＣＵＢＳ検出タイマの持続期間の間、Ｄ－ＣＵＢＳを含む第１の通信がアクセ
スネットワークノードから受信されるかどうかを決定するために、前記通信リソースをア
クティブ化することに続いて、１つまたは複数の時間期間中に、前記コンテンションベー
スのＲＡＴに関係する前記１つまたは複数のチャネルのブロードキャストチャネルをモニ
タするための手段と、
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　前記第１の通信が、前記Ｄ－ＣＵＢＳ検出タイマの前記持続期間中に、前記ブロードキ
ャストチャネルを通じて前記アクセスネットワークノードから受信されたと決定されたと
き、前記コンテンションベースのＲＡＴにおいて第２の通信を受信するために、前記通信
リソースがアクティブ状態に留まるオン期間タイマを初期化するための手段と、
　前記オン期間タイマの満了に続いて、前記通信リソースを非アクティブ化するための手
段と
　を備える、装置。
【請求項１１】
　前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信されたと決定することに
少なくとも部分的に基づいて、前記オン期間タイマの持続期間の間、前記コンテンション
ベースのＲＡＴに関係する１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受信するため
に前記通信リソースをアクティブ化するための手段をさらに備える、請求項１０に記載の
装置。
【請求項１２】
　前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信されたと決定することの
オフセット持続期間後に、前記１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受信する
ために前記通信リソースをアクティブ化するための手段をさらに備える、請求項１１に記
載の装置。
【請求項１３】
　前記ＤＲＸサイクルに少なくとも部分的に基づいて、第２のオン期間タイマを初期化す
るための手段をさらに備え、ここにおいて、アクティブ化するための前記手段は、前記第
２のオン期間タイマの持続期間に従って、前記コンテンションベースのＲＡＴに関係する
前記１つまたは複数のチャネルをモニタするために前記通信リソースをアクティブ化し、
ここにおいて、前記オン期間タイマは、前記第２のオン期間タイマよりも短い持続期間を
有する最小オン期間タイマである、請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記通信が前記アクセスネットワークノードから受信されたと決定することに少なくと
も部分的に基づいて、前記第２のオン期間タイマを停止するための手段をさらに備える、
請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信デバイスの１つまたは複数のプロセッサによって実行されると、前記ワ
イヤレス通信デバイスに、請求項１ないし９のいずれか一項に記載の方法を実行させるコ
ンピュータ実行可能なコードを備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　[0081]　上記の開示は、例示的な態様および／または実施形態について論じているが、
添付の特許請求の範囲によって定義されるような説明された態様および／または実施形態
の範囲から逸脱することなく、本明細書において様々な変更および修正がなされ得ること
に留意されたい。さらに、説明した態様および／または実施形態の要素は、単数形で説明
または特許請求され得るが、単数形への限定が明示的に述べられていない限り、複数形が
考慮される。さらに、任意の態様および／または実施形態の全てまたは一部は、そうでは
ないと記載されない限り、任意の他の態様および／または実施形態の全てまたは一部で利
用され得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　コンテンションベースの無線アクセス技術（ＲＡＴ）において通信を受信する
ための方法であって、
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　不連続受信（ＤＲＸ）サイクルに少なくとも部分的に基づいて、コンテンションベース
のＲＡＴに関係する１つまたは複数のチャネルをモニタするために通信リソースをアクテ
ィブ化することと、
　通信がアクセスネットワークノードから受信されるかどうかを決定するために、前記通
信リソースをアクティブ化することに続いて、１つまたは複数の時間期間中に、前記コン
テンションベースのＲＡＴに関係する前記１つまたは複数のチャネルをモニタすることと
、
　前記通信が前記アクセスネットワークノードから受信されると決定することに少なくと
も部分的に基づいて、前記コンテンションベースのＲＡＴにおいて前記通信を受信するた
めに、前記通信リソースがアクティブ状態に留まるオン期間タイマを初期化することと、
　前記オン期間タイマの満了に続いて、前記通信リソースを非アクティブ化することと　
を備える、方法。
［Ｃ２］　ダウンリンクチャネル使用ビーコン信号（Ｄ－ＣＵＢＳ）検出タイマを初期化
することをさらに備え、前記１つまたは複数のチャネルをモニタすることは、前記Ｄ－Ｃ
ＵＢＳ検出タイマの持続期間中に前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードか
ら受信されるかどうかを決定するために、ブロードキャストチャネルをモニタすることを
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信されると決定す
ることに少なくとも部分的に基づいて、前記オン期間タイマの持続期間の間、前記コンテ
ンションベースのＲＡＴに関係する１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受信
するために前記通信リソースをアクティブ化することをさらに備える、Ｃ２に記載の方法
。
［Ｃ４］　前記１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受信するために前記通信
リソースをアクティブ化することは、前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノー
ドから受信されると決定した後、オフセット持続期間に発生する、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］　前記アクセスネットワークノードからの構成において、前記Ｄ－ＣＵＢＳ検出
タイマの前記持続期間を示す値を受信することをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ６］　前記ＤＲＸサイクルに少なくとも部分的に基づいて、第２のオン期間タイマを
初期化することをさらに備え、前記コンテンションベースのＲＡＴに関係する前記１つま
たは複数のチャネルをモニタするために前記通信リソースをアクティブ化することは、前
記第２のオン期間タイマの持続期間に少なくとも部分的に基づいており、前記オン期間タ
イマは、前記第２のオン期間タイマよりも短い持続期間を有する最小オン期間タイマであ
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］　前記通信が前記アクセスネットワークノードから受信されると決定することに
少なくとも部分的に基づいて、前記第２のオン期間タイマを停止することをさらに備える
、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］　前記アクセスネットワークノードから受信された前記通信は、ダウンリンク基
準信号またはダウンリンク制御チャネルのうちの少なくとも１つに対応する、Ｃ６に記載
の方法。
［Ｃ９］　前記アクセスネットワークノードからの構成において、前記最小オン期間タイ
マの持続期間を受信することをさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記アクセスネットワークノードから受信された前記通信の中に残っている
ダウンリンクサブフレームの数のインジケーションを受信することと、
　前記ダウンリンクサブフレームの数に少なくとも部分的に基づいて、アップリンク通信
を送信するために、前記コンテンションベースのＲＡＴにおいて別のチャネルを要求する
ためのサブフレームを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］　コンテンションベースの無線アクセス技術（ＲＡＴ）において通信を受信す
るための装置であって、
　トランシーバと、
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　ワイヤレスネットワークにおいて信号を通信するために前記トランシーバに結合された
１つまたは複数のアンテナと、
　バスを介して前記トランシーバと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと
、
　前記バスを介して前記少なくとも１つのプロセッサおよび／または前記トランシーバと
通信可能に結合されたメモリと、
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　不連続受信（ＤＲＸ）サイクルに少なくとも部分的に基づいて、コンテンションベー
スのＲＡＴに関係する１つまたは複数のチャネルをモニタするために通信リソースをアク
ティブ化することと、
　　通信がアクセスネットワークノードから受信されるかどうかを決定するために、前記
通信リソースをアクティブ化することに続いて、１つまたは複数の時間期間中に、前記コ
ンテンションベースのＲＡＴに関係する前記１つまたは複数のチャネルを、前記トランシ
ーバを介して、モニタすることと、
　　前記通信が前記アクセスネットワークノードから受信されると決定することに少なく
とも部分的に基づいて、前記コンテンションベースのＲＡＴにおいて前記通信を受信する
ために、前記通信リソースがアクティブ状態に留まるオン期間タイマを初期化することと
、
　　前記オン期間タイマの満了に続いて、前記通信リソースを非アクティブ化することと
　を行うように構成される、装置。
［Ｃ１２］　前記少なくとも１つのプロセッサは、ダウンリンクチャネル使用ビーコン信
号（Ｄ－ＣＵＢＳ）検出タイマを初期化するようにさらに構成され、前記少なくとも１つ
のプロセッサは、前記Ｄ－ＣＵＢＳ検出タイマの持続期間中に前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記ア
クセスネットワークノードから受信されるかどうかを決定するために、ブロードキャスト
チャネルをモニタするように構成される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネッ
トワークノードから受信されると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記オン
期間タイマの持続期間の間、前記コンテンションベースのＲＡＴに関係する１つまたは複
数の追加のダウンリンクチャネルを受信するために前記通信リソースをアクティブ化する
ようにさらに構成される、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネッ
トワークノードから受信されると決定した後、オフセット持続期間に、前記１つまたは複
数の追加のダウンリンクチャネルを受信するために前記通信リソースをアクティブ化する
ように構成される、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記アクセスネットワークノードから
の構成において、前記Ｄ－ＣＵＢＳ検出タイマの前記持続期間を示す値を受信するように
さらに構成される、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１６］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＤＲＸサイクルに少なくとも部分
的に基づいて、第２のオン期間タイマを初期化するようにさらに構成され、前記少なくと
も１つのプロセッサは、前記第２のオン期間タイマの持続期間に少なくとも部分的に基づ
いて、前記コンテンションベースのＲＡＴに関係する前記１つまたは複数のチャネルをモ
ニタするために前記通信リソースをアクティブ化するように構成され、前記オン期間タイ
マは、前記第２のオン期間タイマよりも短い持続期間を有する最小オン期間タイマである
、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１７］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記通信が前記アクセスネットワーク
ノードから受信されると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のオン期
間タイマを停止するようにさらに構成される、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］　前記アクセスネットワークノードから受信された前記通信は、ダウンリンク
基準信号またはダウンリンク制御チャネルのうちの少なくとも１つに対応するＣ１６に記
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載の装置。
［Ｃ１９］　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記アクセスネットワークノードから
の構成において、前記最小オン期間タイマの持続期間を受信するようにさらに構成される
、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２０］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記アクセスネットワークノードから受信された前記通信の中に残っているダウンリン
クサブフレームの数のインジケーションを受信することと、
　前記ダウンリンクサブフレームの数に少なくとも部分的に基づいて、アップリンク通信
を送信するために、前記コンテンションベースのＲＡＴにおいて別のチャネルを要求する
ためのサブフレームを決定することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ２１］　コンテンションベースの無線アクセス技術（ＲＡＴ）において通信を受信す
るための装置であって、
　不連続受信（ＤＲＸ）サイクルに少なくとも部分的に基づいて、コンテンションベース
のＲＡＴに関係する１つまたは複数のチャネルをモニタするために通信リソースをアクテ
ィブ化するための手段と、
　通信がアクセスネットワークノードから受信されるかどうかを決定するために、前記通
信リソースをアクティブ化することに続いて、１つまたは複数の時間期間中に、前記コン
テンションベースのＲＡＴに関係する前記１つまたは複数のチャネルをモニタするための
手段と、
　前記通信が前記アクセスネットワークノードから受信されると決定することに少なくと
も部分的に基づいて、前記コンテンションベースのＲＡＴにおいて前記通信を受信するた
めに、前記通信リソースがアクティブ状態に留まるオン期間タイマを初期化するための手
段と、
　前記オン期間タイマの満了に続いて、前記通信リソースを非アクティブ化するための手
段と
　を備える、装置。
［Ｃ２２］　ダウンリンクチャネル使用ビーコン信号（Ｄ－ＣＵＢＳ）検出タイマを初期
化するための手段をさらに備え、モニタするための前記手段は、前記Ｄ－ＣＵＢＳ検出タ
イマの持続期間中に前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信される
かどうかを決定するために、ブロードキャストチャネルをモニタする、Ｃ２１に記載の装
置。
［Ｃ２３］　前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信されると決定
することに少なくとも部分的に基づいて、前記オン期間タイマの持続期間の間、前記コン
テンションベースのＲＡＴに関係する１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受
信するために前記通信リソースをアクティブ化するための手段をさらに備える、Ｃ２２に
記載の装置。
［Ｃ２４］　前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信されると決定
した後、オフセット持続期間に、前記１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受
信するために前記通信リソースをアクティブ化するための手段をさらに備える、Ｃ２３に
記載の装置。
［Ｃ２５］　前記ＤＲＸサイクルに少なくとも部分的に基づいて、第２のオン期間タイマ
を初期化するための手段をさらに備え、アクティブ化するための前記手段は、前記第２の
オン期間タイマの持続期間に少なくとも部分的に基づいて、前記コンテンションベースの
ＲＡＴに関係する前記１つまたは複数のチャネルをモニタするために前記通信リソースを
アクティブ化し、前記オン期間タイマは、前記第２のオン期間タイマよりも短い持続期間
を有する最小オン期間タイマである、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］　コンテンションベースの無線アクセス技術（ＲＡＴ）において通信を受信す
るためのコンピュータ実行可能なコードを備える、コンピュータ可読記憶媒体であって、
前記コードは、
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　不連続受信（ＤＲＸ）サイクルに少なくとも部分的に基づいて、コンテンションベース
のＲＡＴに関係する１つまたは複数のチャネルをモニタするために通信リソースをアクテ
ィブ化するためのコードと、
　通信がアクセスネットワークノードから受信されるかどうかを決定するために、前記通
信リソースをアクティブ化することに続いて、１つまたは複数の時間期間中に、前記コン
テンションベースのＲＡＴに関係する前記１つまたは複数のチャネルをモニタするための
コードと、
　前記通信が前記アクセスネットワークノードから受信されると決定することに少なくと
も部分的に基づいて、前記コンテンションベースのＲＡＴにおいて前記通信を受信するた
めに、前記通信リソースがアクティブ状態に留まるオン期間タイマを初期化するためのコ
ードと、
　前記オン期間タイマの満了に続いて、前記通信リソースを非アクティブ化するためのコ
ードと
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２７］　ダウンリンクチャネル使用ビーコン信号（Ｄ－ＣＵＢＳ）検出タイマを初期
化するためのコードをさらに備え、モニタするための前記コードは、前記Ｄ－ＣＵＢＳ検
出タイマの持続期間中に前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信さ
れるかどうかを決定するために、ブロードキャストチャネルをモニタする、Ｃ２６に記載
のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２８］　前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信されると決定
することに少なくとも部分的に基づいて、前記オン期間タイマの持続期間の間、前記コン
テンションベースのＲＡＴに関係する１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受
信するために前記通信リソースをアクティブ化するためのコードをさらに備える、Ｃ２７
に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２９］　前記Ｄ－ＣＵＢＳが前記アクセスネットワークノードから受信されると決定
した後、オフセット持続期間に、前記１つまたは複数の追加のダウンリンクチャネルを受
信するために前記通信リソースをアクティブ化するためのコードをさらに備える、Ｃ２８
に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３０］　前記ＤＲＸサイクルに少なくとも部分的に基づいて、第２のオン期間タイマ
を初期化するためのコードをさらに備え、アクティブ化するための前記コードは、前記第
２のオン期間タイマの持続期間に少なくとも部分的に基づいて、前記コンテンションベー
スのＲＡＴに関係する前記１つまたは複数のチャネルをモニタするために前記通信リソー
スをアクティブ化し、前記オン期間タイマは、前記第２のオン期間タイマよりも短い持続
期間を有する最小オン期間タイマである、Ｃ２６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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